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市議会だよりを
スマホで読める

※�利用にはアプリのダウンロード
が必要です。

2
３
４ 請願・意見書

７ 特集～発行250号記念～
あかし市議会だよりのあゆみ

６ 委員会の審査や報告内容を紹介
委員会審査

８ 各議員の議案等に対する賛否を掲載
議案の賛否一覧

議員よもやま話

市政を問う  21人が登壇
質疑・一般質問

朝日に明石海峡大橋を望み、新年への思いをはせる。オール明石に誰もが安全・安心に暮らせるまちへ。

　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
12
月
議
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。
明
石
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
支
援
給
付
金
事
業
費
を
含
む
令
和
２
年
度
明
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
、
議
案
16
件
を
可
決
、
諮
問
４
件
を
同
意
、
報
告
２
件
を
了
承
し
た
ほ
か
、

請
願
４
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

自 民 党 真 誠 会
石　井　宏　法
井　藤　圭　順
灰　野　修　平
林　　　健　太
寺　井　吉　広
榎　本　和　夫
千　住　啓　介
三　好　　　宏
穐　原　成　人
辰　巳　浩　司
坂　口　光　男

公 明 党
国　出　拓　志
飯　田　伸　子
尾　倉　あき子
佐々木　　　敏
松　井　久美子
梅　田　宏　希

維 新 の 会
北　川　貴　則
筒　泉　寿　一
森　　　勝　子

未　 来　 明 石
大　西　洋　紀
丸　谷　聡　子
出　雲　晶　三

日 本 共 産 党
楠　本　美　紀
辻　本　達　也

フォーラム明石
吉　田　秀　夫
宮　坂　祐　太

明石かがやきネット
竹　内　きよ子
林　　　丸　美

ス マ イ ル 会
家根谷　敦　子
（会派別・議席順）

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
市
政
運
営
を

明
石
市
議
会
議
長

千
　
住
　
啓
　
介

　
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
３
年
の
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
か
ら
、
市

議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
議
会
活
動

に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
世
界
中
に
拡
大
し
、

社
会
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
影

響
は
収
束
の
気
配
を
見
せ
ず
、
私
た

ち
の
生
活
も
大
き
く
変
化
し
、
先
の

見
え
な
い
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
、
感
染
拡

大
防
止
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
両

立
を
図
る
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
市

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と
耳

を
傾
け
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る

た
め
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

先
人
た
ち
が
築
か
れ
た
歴
史
あ
る
ふ

る
さ
と
明
石
を
新
た
な
時
代
に
向
け
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
に
は
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
議
員
は
公
職
選
挙
法
で

年
賀
状
や
寄
付
、
祝
い
な
ど
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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質疑質疑・・一般質問一般質問
　

12
月
７
日
、８
日
、

９
日
の
本
会
議
で
は
、

21
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
な
ど
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
求
め

ま
し
た
。発
言
者
と
質

問
項
目
の
一
覧
は
下
段

に
、
主
な
内
容
は
２
面

か
ら
５
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
本
会
議

の
録
画
映
像
を
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

発　言　者　一　覧
― 発言順 ―（　）は会派名

松　井　久美子（公明党）
①リカレント教育と生涯学習の支援　②HPV（子宮頸が
ん予防）ワクチンの定期接種の状況　③災害に備えた神戸
地方気象台との連携
森　　　勝　子（維新の会）
①子供達の教育　②認知症患者と家族への支援
大　西　洋　紀（未来明石）
①議案第103号　令和２年度明石市一般会計補正予算(第
８号)「こども医療費助成事業費」
三　好　　　宏（自民党 真誠会・代表質問）
①新型コロナウイルス感染症の影響　②明石市公設地方卸
売市場の再整備　③石ヶ谷スマートインターチェンジと明
石テクノパーク
国　出　拓　志（公明党）
①20代、30代の施策
筒　泉　寿　一（維新の会）
①環境問題に対する取組　②高齢者施策の在り方
丸　谷　聡　子（未来明石）
①工場緑地面積率の緩和の議論が出ている明石市の緑のあ
り方　②市立幼稚園における特別支援の体制　③こどもの
命を真ん中にした「こどもの居場所」づくり
石　井　宏　法（自民党 真誠会）
①明石の豊かで美しい海の実現　②SDGsの取組　③市
民まつり
尾　倉　あき子（公明党）
①「認知症にやさしいまち明石」の推進　②新型コロナウ
イルス感染拡大第３波の地域経済に与える影響と今後の支
援
北　川　貴　則（維新の会）
①コロナに負けない生活支援　②福祉の充実　③「日本一
安全なまち明石」の実現のための危機管理
井　藤　圭　順（自民党 真誠会）
①中学校コミュニティセンター　②子ども・子育て支援事
業
飯　田　伸　子（公明党）
①新型コロナウイルスワクチン接種体制の整備　②障害者
支援
林　　　健　太（自民党 真誠会）
①LINEを活用したデジタル行政の推進　②学校施設
辰　巳　浩　司（自民党 真誠会）
①コロナ禍における地域経済の動向と対応　②自転車を活
用したにぎわいづくり
坂　口　光　男（自民党 真誠会）
①高齢者福祉　②地域コミュニティの醸成
楠　本　美　紀（日本共産党）
①介護保険サービスの充実で誰もが安心して暮らせる老後
を　②無料低額診療事業　③保育所待機児童解消
吉　田　秀　夫（フォーラム明石）
①明石市の高齢者・障害者福祉の充実　②新型コロナウイ
ルス感染症に対する医療体制の拡充　③ひとり親への雇用
の提供
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①子育てのまちとしての魅力を高める自然環境整備　②新
型コロナ禍における地域の医療・検査体制
家根谷　敦　子（スマイル会）
①安全安心なまちづくりのさらなる推進　②高齢者・障害
者施策　③副籍制度
辻　本　達　也（日本共産党）
①こども医療費助成　②公文書の管理と情報公開　③高丘
小中一貫校と30人学級　④新型コロナウイルス感染症対策
竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①自殺予防の取組　②新型コロナ禍の教育現場における子
供たちがのびのびと学校生活を送ることができる環境整備

問�　
明
石
の
豊
か
な
海
を
取

り
戻
す
た
め
、
海
の
栄
養

塩
類
を
増
や
す
取
り
組
み

と
し
て
、
大
久
保
浄
化
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
下

水
処
理
水
の
栄
養

塩
類
管
理
運
転
に

つ
い
て
、
状
況
を

問
う
。

答�　
市
で
は
、
令
和

２
年
９
月
議
会
に

明
石
の
豊
か
で
美

し
い
海
の
実
現
に

関
す
る
請
願
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
河
川
管
理

を
行
う
兵
庫
県
等

と
環
境
基
準
点
の

移
転
に
つ
い
て
協

議
し
た
が
、
移
転
し
て
も

水
質
基
準
は
変
わ
ら
な
い

た
め
、
処
理
水
に
含
ま
れ

る
栄
養
塩
類
を
大
幅
に
増

や
せ
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

�　
そ
こ
で
、
本
市
の
公
共

用
水
域
に
お
け
る
環
境
基

準
達
成
状
況
の
評
価
方
法

を
見
直
し
、
水
の
汚
れ
の

指
標
と
な
る
Ｂ
О
Ｄ
測
定

値
に
つ
い
て
、
窒
素
系
成

分
を
対
象
か
ら
外
し
水
の

汚
れ
の
成
分
の
み
を
測
定

し
削
減
し
て
い
く
方
法
に

変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
セ
ン
タ
ー

答�　
本
市
で
は
、
小
学
校
区

コ
ミ
セ
ン
は
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
、
中
学
校
区
コ
ミ

セ
ン
は
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
役
割
分
担
を
し
て

き
た
が
、
中
学
校
区
コ
ミ

セ
ン
の
機
能
が
希
薄
化
し

て
い
る
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。そ
こ
で
、学
び
を
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、
昨
年
度
か
ら

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

配
置
す
る
中
学
校
コ
ミ
セ

ン
運
営
体
制
見
直
し
モ
デ

問�　
令
和
２
年
11
月
に
淡
路

市
の
養
鶏
場
で
県
内
初
と

な
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。

本
市
に
お
い
て
発
生
し
た

場
合
の
対
応
を
聞
く
。

局
が
再
確
認
し
、
臨
戦
態

勢
で
臨
ん
で
い
る
。

　

�　
今
後
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
、
県
と
連
携
し
て
殺
処

分
や
防
疫
作
業
等
の
人
員

を
派
遣
す
る
な
ど
養
鶏
農

家
へ
の
支
援
を
行
う
。

　

�　
現
在
、
市
内
や
東
播
磨

県
民
局
管
内
で
死
亡
し
た

野
鳥
か
ら
ウ
イ
ル
ス
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
淡

路
市
で
発
生
し
た
こ
と
か

ら
強
い
危
機
感
を
持
っ
て

予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答�　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

渡
り
鳥
な
ど
の
野
鳥
や
そ

の
ふ
ん
に
接
し
た
ネ
ズ
ミ

な
ど
を
介
し
て
養
鶏
場
に

持
ち
込
ま
れ
る
。
市
は
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
死
亡
し
た

野
鳥
が
い
な
い
か
監
視
す

る
と
と
も
に
市
内
２
カ
所

の
養
鶏
農
家
に
対
し
野
鳥

や
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
防
止
、

農
場
内
外
の
消
毒
等
の
衛

生
管
理
徹
底
を
指
導
し
て

い
る
。
ま
た
、
発
生
時
の

役
割
に
つ
い
て
総
合
安
全

対
策
室
を
中
心
に
関
係
部

に
、
所
長
に
換
え
て
エ
リ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置

し
て
い
く
。

ル
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　

�　
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ

り
新
た
な
市
民
の
受
講

や
、
学
習
者
が
地
域
活

動
に
参
加
す
る
き
っ
か

け
を
作
れ
た
が
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
十
分
に

行
う
た
め
に
は
、
中
学

校
区
ご
と
に
１
人
の
配

置
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
来
年
度
か
ら
全
て

の
中
学
校
区
コ
ミ
セ
ン

か
ら
の
放
流
水
の
窒
素
濃

度
を
現
状
よ
り
も
倍
増
さ

せ
る
予
定
だ
。

　

�　
今
後
も
引
き
続
き
、
生

活
環
境
の
保
全
と
豊
か
な

海
づ
く
り
の
両
立
を
目
指

し
、
で
き
る
こ
と
は
積
極

的
に
取
り
組
む
考
え
だ
。

問�　
働
き
方
改
革
や
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
雇
用
情
勢
の

悪
化
に
よ
り
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
（
社
会
人
の
学
び
直

し
）
へ
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
に
対
す
る
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
問
う
。

答�　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ

い
て
、
国
は
、
大
学
な
ど

の
教
育
機
関
に
対
し
て
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
学
科
や

講
座
を
増
や
す
よ
う
に
働

き
か
け
る
ほ
か
、
教
育
機

関
や
受
講
者
に
補
助
金
を

支
給
す
る
な
ど
の
支
援
を

し
て
い
る
。
市
も
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
重
要
性
と
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用
情

勢
を
認
識
し
て
お

り
、
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、

再
就
職
を
希
望
す

る
女
性
へ
の
就
労

相
談
や
、
現
在
は

就
業
し
て
い
な
い

保
育
士
の
有
資
格

者
を
対
象
に
再
就

職
を
促
す
た
め
の

講
習
や
保
育
現
場

で
の
実
習
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

�　
今
後
も
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
講
座
の
実
施
や
補
助

金
を
受
け
ら
れ
る
専
門
講

習
の
情
報
を
ウ
ィ
ズ
あ
か

し
の
学
習
コ
ー
ナ
ー
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る

な
ど
、
就
業
を
前
提
と
し

た
学
習
へ
の
支
援
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問�　
一
部
の
中
学
校
区
コ
ミ

セ
ン
に
所
長
に
換
え
て
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配

置
し
て
い
る
が
、
そ
の
成

果
と
今
後
の
取
り
組
み
を

聞
く
。

豊かな海を取り戻す
放流水の窒素濃度を倍増
環境保全と両立

鳥インフルエンザ
県と連携した支援
予防対策を徹底

明石の魚食文化を守る豊かな海へ

４月から全校区に配置

ウィズあかしのリカレント教育コーナー

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て

�

中
学
校
区
コ
ミ
セ
ン
の
機
能
強
化

　
コ
ロ
ナ
禍
で
雇
用
情
勢
が
悪
化

　
　
　
社
会
人
の
学
び
直
し
の
需
要
高
ま
る

�

市
も
学
習
へ
の
支
援
を
進
め
る
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問�　
明
石
市
公
設
卸
売
市
場

の
現
状
と
将
来
展
望
に
つ

い
て
、市
の
認
識
を
問
う
。

答�　
同
市
場
は
、
平
成

27
年
度
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、海

外
販
路
の
開
拓
や
給

食
食
材
の
提
供
な
ど
、

積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。現
在
、市
場

全
体
の
取
扱
高
は
２

２
０
億
円
を
超
え
、

地
方
卸
売
市
場
で
は

問�　
高
齢
者
に
対
す
る
補
聴

器
購
入
費
用
の
助
成
と
高

齢
者
や
障
害
者
が
、安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
（
以
下
、
特
養
）

な
ど
の
施
設
整
備
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
聞
く
。

問�　
８
４
０
０
万
人
の
利
用

者
が
い
る
と
言
わ
れ
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
行
政

手
続
き
サ
ー
ビ
ス
等
の
利

便
性
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答�　
本
市
は
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
、
子
育
て
情

報
を
手
軽
に
得
ら
れ
る
あ

か
し
子
育
て
応
援
ア
プ
リ

の
提
供
や
遠
隔
手
話
通
訳

な
ど
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

市
議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
活
用
や
Ｒ
Ｐ

Ａ
（
業
務
を
自
動
化
す
る

西
日
本
２
位
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
同
市
場
施
設

は
、
建
設
か
ら
40
年
以
上

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著

し
く
、
修
繕
費
に
年
間
約

８
０
０
万
円
を
必
要
と
し
、

耐
震
基
準
も
満
た
し
て
い

な
い
状
況
だ
。

　

�　
こ
の
よ
う
な
中
、
加
古

川
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

が
令
和
３
年
度
末
に
廃
止

す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、そ

の
業
者
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り

取
扱
高
は
数
十
億
円
の
大

シ
ス
テ
ム
）
を
用
い
た
税

務
業
務
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

会
議
や
研
修
な
ど
、
業
務

の
効
率
化
も
行
っ
て
い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
定
住
・

移
住
に
向
け
て
の
市
の

魅
力
、
保
育
士
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
研

修
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
情

報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
で
き
る
。
さ
ら
に

市
税
の
納
付
は
、
今
年

度
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ

ｙ
に
対
応
し
て
い
る
。

な
お
、
他
の
自
治
体
で

は
、
粗
大
ご
み
の
収
集

受
け
付
け
や
被
災
情
報
の

収
集
・
発
信
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

�　
今
後
、
本
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
活
用
成
果
や
課
題
、

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み

な
ど
を
検
証
し
、
有
効
な

活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問�　
認
知
症
の
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
明
石
の
推
進
に
つ

い
て
、取
り
組
み
を
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
令
和
２
年
10

月
か
ら
認
知
症
あ
ん
し
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し

た
。
11
月
末
時
点
で
在
宅

介
護
支
援
金
の
申
請
は
９

９
３
２
件
、
そ
の
う
ち
認

答�　
国
は
、
加
齢
に
よ
る
難

聴
を
認
知
症
の
危
険
因
子

と
し
て
い
る
。
令
和
２
年

10
月
か
ら
認
知
症
あ
ん
し

ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

し
た
本
市
と
し
て
も
、聴

力
低
下
へ
の
早
期
の
適
切

な
対
応
が
、
難
聴
の
発
症

や
進
行
を
遅
ら
せ
る
重
要

な
要
素
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、高
齢
者
に
対
す

る
補
聴
器
購
入
費
用
の
助

成
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
。

　

�　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
や
障
害
福
祉
の

次
期
計
画
に
基
づ
き
、
特

養
の
整
備
や
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
設
置
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。
加
え
て
、
障

害
の
特
性
に
合
わ
せ
た
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
専
門

的
な
知
識
や
技
能
を
有
す

る
職
員
の
確
保
・
養
成
と

い
う
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組

み
も
進
め
て
い
く
。

問�　
深
夜
の
ご
み
収
集
は
、

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
実
施
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答�　
深
夜
の
ご
み
収
集
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、

防
犯
上
の
効
果
や
日
中
に

ご
み
袋
が
置
か
れ
な

い
こ
と
に
よ
る
景
観

の
向
上
、
収
集
時
の

交
通
渋
滞
が
緩
和
す

る
な
ど
の
利
点
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

�　
一
方
、
深
夜
の
収

集
は
、
労
働
基
準
法

に
よ
り
25
％
以
上
の

割
増
賃
金
を
支
払
う

必
要
が
あ
り
、
収
集

費
用
の
大
部
分
を
占

め
る
人
件
費
の
高
騰

問�　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
以
下
、
特
養
）
へ
の
入

所
待
機
者
の
解
消
に
向
け
、

来
年
度
か
ら
の
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答�　
市
内
に
は
現
在
、
特
養

と
利
用
者
を
市
民
に
限
定

し
た
地
域
密
着
型
特
養
が

合
わ
せ
て
18
施
設
、
１
２

０
７
床
あ
る
。
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
期
間
に

は
、
地
域
密
着
型
特
養
を

整
備
す
る
た
め
、
事
業
者

の
公
募
を
行
っ
た
が
、
応

募
者
は
な
く
未
整
備
の
ま

ま
で
あ
り
、
令
和
２
年
４

月
時
点
で
１
７
４
人
の
入

所
待
機
者
が
い
る
状
況
だ
。

　

�　
第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
は
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
に
な
る
２
０

２
５
年
を
見
据
え
、
地
域

密
着
型
特
養
に
こ
だ
わ
ら

ず
整
備
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
際
は
、
建
設
地
の
確

保
に
向
け
公
共
用
地
の
活

用
も
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　

�　
ま
た
、
新
た
な
施
設
整

備
に
伴
い
、
よ
り
多
く
の

介
護
人
材
が
必
要
と
な
る

た
め
、
資
格
取
得
に
向
け

た
費
用
の
助
成
や
介
護
資

格
を
持
つ
65
歳
以
上
の
人

が
介
護
現
場
に
就
職
し
た

場
合
の
奨
励
金
の
交
付
を

引
き
続
き
行
う
。

　

�　
今
後
も
、
介
護
人
材
の

確
保
策
を
検
討
す
る
と
と

も
に
市
独
自
の
新
た
な
取

り
組
み
を
行
い
た
い
。

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、

ご
み
置
き
場
は
住
宅
地
に

隣
接
し
て
い
る
た
め
、
現

在
の
収
集
と
比
べ
、
騒
音

な
ど
の
苦
情
が
増
え
る
と

予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

収
集
は
特
定
の
時
間
や
場

所
で
行
う
こ
と
か
ら
、
防

犯
上
の
効
果
は
限
定
的
な

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

�　
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検

討
し
た
結
果
、
費
用
対
効

果
の
面
で
、
本
市
に
お
け

る
深
夜
の
ご
み
収
集
は
困

難
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�　
今
後
も
引
き
続
き
、
よ

り
効
率
的
な
収
集
体
制
に

つ
い
て
、
研
究
し
て
い
き

た
い
。

知
症
サ
ポ
ー
ト
給
付
金
の

申
請
は
約
20
％
の
２
０
３

０
件
だ
っ
た
。　

　

�　
認
知
症
の
診
断
費
用
の

無
償
化
は
、
対
象
年
齢
を

65
歳
ま
で
引
き
下
げ
、
若

年
性
認
知
症
の
疑
い
の
あ

る
人
も
含
め
た
。
さ
ら
に

給
付
金
受
給
者
に
は
、
認

知
症
手
帳
と
サ
ポ
ー
ト
無

料
券
を
３
年
１
月
か
ら
送

付
す
る
。

　

�　
本
市
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
は
現
在
、
１
万
２
６

８
９
人
お
り
、
学
校
や
企

業
で
養
成
講
座
を
開
催
す

る
な
ど
、積
極
的
な
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
来

年
度
か
ら
は
、
名
称
を
オ

レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
変

更
し
、
よ
り
専
門
性
を
高

め
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
・

ゴ
ー
ル
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
も

創
設
す
る
。将
来
的
に
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
に
チ

ー
ム
オ
レ
ン
ジ
を
整
備
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

幅
な
増
加
と
な
る
。
東
播

磨
地
域
に
お
け
る
生
鮮
食

材
の
供
給
圏
と
消
費
圏
の

拡
大
も
見
込
め
、
地
域
経

済
活
性
化
の
一
助
と
な
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

�　
市
は
、
市
場
を
取
り
巻

く
状
況
や
将
来
性
な
ど
を

精
査
し
、
今
後
の
方
針
を

定
め
る
考
え
だ
。

老朽化進む卸売市場
近隣市場の動向も踏まえ
将来を展望した方針を

認知症の予防
聴力低下に早期対応
補聴器購入の助成を

深夜のごみ収集
人件費と騒音に課題
本市での導入は困難

特別養護老人ホームを整備
公共用地の活用も検討

入所待機者の解消が課題

市税の納付に LINE Pay 開始

より効率的な収集体制を

西日本２位の取扱高

　
情
報
通
信
技
術
に
よ
り

　

 

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
も
検
討　

認
知
症
に

　
や
さ
し
い
ま
ち

�

家
族
も
サ
ポ
ー
ト

　
近
年
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
。
正
確

に
は
、
強
豪
国
の
み
な
ら
ず
、
弱
小
国
と
呼
ば
れ
て
い
た

国
に
お
い
て
も
技
術
や
戦
術
が
発
展
し
て
い
る
。
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
そ
れ
以
外
の
チ
ー
ム
の
力
の
差
が
縮

ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
指
導
者
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
技
術
の
革

新
に
あ
る
。敵
味
方
22
人
が
入
り
乱
れ
る
戦
い
に
お
い
て
、

勝
つ
戦
術
は
誇
張
な
し
に
無
限
に
あ
る
。

　
で
は
、
体
格
的
、
体
力
的
に
も
劣
る
日
本
人
が
勝
つ
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。私
は
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、

負
け
方
の
合
意
が
必
要
と
考
え
る
。
決
定
力
不
足
、
体
格

や
体
力
で
負
け
た
な
ど
は
局
所
的
勝
ち
負
け
で
、
根
本
的

な
原
因
で
は
な
い
。日
本
サ
ッ
カ
ー
、日
本
人
の
特
徴
は
、

勤
勉
さ
と
粘
り
強
さ
に
あ
る
。つ
ま
り
、規
律
を
守
ら
ず
、

持
久
力
が
劣
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
勝
て
な
く
て
当
然
だ
。

負
け
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
共
通
認

識
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、
日
本
は
強
豪
国
の
仲
間
入
り
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。私
が
生
き
て
い
る
間
に
、

日
本
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
掲
げ
る
の

を
目
に
し
た
い
。
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11
月
３
日
に
２
人
の
議
員
が

　
　
　
　
　
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
を
授
与

　

こ
れ
は
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
に

尽
く
し
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

�

出
雲　
晶
三　
議
員　

�

大
西　
洋
紀　
議
員　

感染症患者を受け入れている市民病院

西新町駅高架下に建設中の小規模保育事業所

令和３年４月に小中一貫教育校を開設

問�　
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

医
療
体
制
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
を
問
う
。

答�　
現
在
、
同
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者

は
、
県
が
一
元
的

に
病
床
の
確
保
と

患
者
の
受
け
入
れ

調
整
を
行
い
、
重

症
者
を
県
立
加
古

川
医
療
セ
ン
タ
ー
、

中
軽
症
者
を
明
石

市
民
病
院
、
リ
ス

問�　
本
市
の
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
見
通
し
と
、
新

設
さ
れ
る
保
育
施
設
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
の
４
年
間
で
約
４
１

０
０
人
の
受
入
枠
を
確
保

し
た
が
、
就
学
前
児
童
や

利
用
希
望
者
の
大
幅
な
増

加
に
よ
り
、
令
和
２
年
４

問�　
18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
医

療
費
無
償
化
を
令
和
３
年

度
か
ら
実
施
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
改
修
費
に
つ
い

て
、
な
ぜ
３
年
度
当
初
予

算
案
で
は
な
く
２
年
12
月

議
会
に
補
正
予
算
と
し
て

計
上
し
た
の
か
。　

答�

　
本
市
は
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
を
実
施
し

て
い
る
。
し
か
し
、
高
校

生
世
代
が
い
る
家
庭
に
つ

い
て
も
、
医
療
費
や
教
育

費
な
ど
の
経
済
的
負
担
は

大
き
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ

ら
に
負
担
は
増
え
て
い
る

た
め
、
医
療
費
無
償
化
を

18
歳
ま
で
拡
充
し
た
い
。

　

�　
次
の
医
療
費
受
給
者
証

の
切
り
替
え
時
期
で
あ
る

３
年
７
月
か
ら
の
制
度
開

始
に
向
け
、
３
月
議
会
に

当
初
予
算
案
と
条
例
改
正

案
を
提
案
す
る
準
備
を
し

て
い
た
が
、
18
歳
ま
で
拡

充
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た

め
、改
修
費
に
つ
い
て
は
、

条
例
改
正
案
の
提
案
に
先

行
し
て
12
月
議
会
に
補
正

予
算
と
し
て
計
上
し
た
と

こ
ろ
だ
。

敷
地
内
に
園
庭
を
確
保
す

る
な
ど
、
児
童
の
生
活
環

境
に
配
慮
し
た
施
設
を
予

定
し
て
い
る
。
な
お
、
市

は
事
業
者
に
新
園
を
開
設

す
る
際
に
は
、
で
き
る
限

り
地
上
園
庭
を
確
保
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

月
時
点
で
３
６
５
人
の
待

機
児
童
が
い
る
状
況
だ
。

今
年
度
は
、
１
５
０
０
人

の
受
入
枠
拡
充
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
３
年
４
月
の

待
機
児
童
数
は
大
幅
に
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

�　
こ
の
た
び
鉄
道
の
高
架

下
に
整
備
予
定
の
保
育
施

設
は
、
山
陽
電
鉄

明
石
駅
と
西
新
町

駅
付
近
の
２
カ
所

で
、
定
員
19
人
以

下
の
小
規
模
保
育

事
業
所
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
高
架
ま

で
一
定
の
空
間
を

設
け
、
防
音
や
振

動
対
策
を
行
い
、

大
型
の
窓
を
複
数

設
置
し
て
採
光
基

準
を
満
た
す
ほ
か
、

問�　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
密

を
避
け
る
た
め
の
少
人
数

学
級
と
し
て
、
小
学
６
年

生
と
中
学
３
年
生
か
ら
段

階
的
な
35
人
学
級
の
実
施

を
検
討
で
き
な
い
か
。

答�　
学
級
編
制
と
教
職
員
の

定
数
は
、
法
律
で
児
童
生

ク
の
少
な
い
無
症
状
者
や

軽
症
者
を
宿
泊
療
養
施
設

が
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

�　
今
後
、
さ
ら
に
患
者
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
重
症
患
者
治
療
の
基

幹
病
院
で
あ
る
加
古
川
医

療
セ
ン
タ
ー
の
病
床
を
ひ

っ
迫
さ
せ
な
い
よ
う
、
中

軽
症
化
し
た
患
者
を
市
民

病
院
等
が
適
切
に
受
け
入

れ
る
こ
と
や
、
無
症
状
の

陽
性
患
者
を
速
や
か
に
宿

泊
療
養
施
設
へ
移
す
こ
と

徒
数
に
応
じ
標
準
が
定
め

ら
れ
、
兵
庫
県
は
、
小
学

４
年
生
ま
で
を
35
人
学
級
、

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
を
40
人
学
級
と

し
て
い
る
。
本
市
は
、
市

費
で
教
職
員
を
追
加
配
置

し
、
小
学
１
年
生
を
30
人

学
級
と
し
て
い
る
。

　

�　
35
人
学
級
の
実
施
に
は
、

教
室
の
確
保
等
の
環
境
整

備
と
市
費
の
教
職
員
を
確

保
す
る
こ
と
に
大
き
な
課

題
が
あ
り
、
特
に
中
学
校

は
教
科
担
任
制
の
た
め
、

学
級
数
以
上
の
教
職
員
が

必
要
と
な
る
。

　

�　
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

は
、
全
国
市
長
会
等
か
ら

強
く
要
望
し
て
お
り
、
国

の
会
議
に
お
い
て
も
、
そ

の
推
進
が
中
間
答
申
で
出

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
環
境

が
充
実
す
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

問�　
高
丘
小
中
一
貫
教
育
校

に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
情

報
発
信
が
不
足
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答�　
高
丘
東
・
西
小
学
校
、

高
丘
中
学
校
は
、
３
校
の

施
設
を
そ
の
ま
ま
残
す
併

設
型
小
中
一
貫
教
育
校
と

し
て
開
設
す
る
。

目
的
は
統
廃
合
で

は
な
く
、
９
年
間

を
通
じ
た
特
色
あ

る
学
び
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
学

力
向
上
を
よ
り
効

果
的
に
行
う
こ
と

で
あ
り
、
つ
ま
ず

き
や
す
い
学
習
へ

の
き
め
細
や
か
な

指
導
や
中
一
ギ
ャ

ッ
プ
へ
の
対
応
が

期
待
で
き
る
。

　

�　
し
か
し
、
施
設
が
そ
の

ま
ま
残
る
こ
と
か
ら
小
中

一
貫
教
育
校
へ
の
移
行
が

伝
わ
り
に
く
い
。
市
は
昨

年
度
末
に
学
校
運
営
協
議

会
で
説
明
を
行
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
で
の
説
明
が
行
え
な

か
っ
た
た
め
、
令
和
２
年

９
月
か
ら
高
丘
校
区
の
小

中
学
校
の
保
護
者
な
ど
に

向
け
て
、
高
丘
小
中
一
貫

教
育
校
通
信
を
月
に
１
回

配
付
し
て
い
る
。今
後
も
、

要
望
が
あ
れ
ば
説
明
に
出

向
く
な
ど
、
積
極
的
な
情

報
発
信
に
努
め
る
。

で
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

維
持
し
て
い
く
。

　

�　
ま
た
、
あ
か
し
保
健
所

で
は
１
日
１
０
０
件
以
上

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
対
応
し

て
い
る
ほ
か
、
感
染
予
防

策
を
講
じ
た
上
で
相
談
・

外
来
診
療
・
検
査
が
で
き

る
医
療
機
関
を
市
内
に
50

カ
所
以
上
整
備
し
て
い
る
。

新型コロナ感染拡大
市民の生命を守る

医療・検査体制の充実を

進む保育施設の整備
待機児童は大幅減の見込み
環境面への配慮も求める

少人数学級
教室と教員の確保が課題

国へ強く要望

特色ある学びの９年間
高丘小中一貫教育校
積極的な情報発信を

18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化

�

条
例
改
正
前
に
シ
ス
テ
ム
改
修
費
を
計
上　

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

　
〇�

工
場
立
地
法
に
よ
る
緑
地
面
積
率
等
の
緩
和
に
関

す
る
請
願

　
〇�

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数
改
善
を
は

か
る
た
め
の
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書
採
択
に
関
す
る
請
願

　
〇�

精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

　
〇�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
ば
れ
た
明
石
市
と
し
て

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
る
請
願

▽
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
△

　
○�

国
に
対
し「
再
審
法(

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定)

の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
〇�

子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
少
人
数
学
級
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願

　
〇�

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を

求
め
る
請
願

　
〇�

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
政
府
の
署
名
と
批
准

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
〇�

次
期
・
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
、
市
民
参
画
の

プ
ロ
セ
ス
重
視
を
求
め
る
請
願

請　願請　願
　
意
見
書
4
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。
な
お
、
内
容
は
明
石
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○�

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
と
地
域
の
安
全・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
資
本
整
備
の
更
な

る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

○�

不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の
拡
大
を
求
め
る
意
見

書
〇�

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数
改
善
を
は

か
る
た
め
の
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書

〇
精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
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問�　
子
ど
も
た
ち
が
生
き
て

い
る
だ
け
で
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
ら
れ
る
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
地
域

で
育
ち
合
う
居
場

所
づ
く
り
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。

答�　
本
市
は
、
学
校

で
も
家
庭
で
も
な

い
、
第
３
の
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く

り
を
行
う
た
め
、

こ
ど
も
食
堂
や
地

域
学
習
支
援
、
中

高
生
世
代
交
流
施

設
「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ

問�　
障
害
者
優
待
乗
車
券
制

度
の
う
ち
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
券
に
つ
い
て
、
利

用
方
法
の
改
善
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

問�　
２
０
１
１
年
に
策
定
し

た
緑
の
基
本
計
画
で
目
標

に
掲
げ
て
い
る
市
民
１
人

当
た
り
の
都
市
公
園
面
積

の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
市
民
1
人
当
た
り
の
都

市
公
園
面
積
は
、
２
０
１

１
年
の
７
・
07
平
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
２
０
２
０
年
度

ま
で
に
７
・
５
平
方
メ
ー

問�　
海
岸
線
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
を
生
か
し
た
自

転
車
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市

の
認
識
を
問
う
。

答�　
本
市
は
、
平
成
28
年
度

に
自
転
車
利
用
環
境
向
上

計
画
を
策
定
し
、
自
転
車

専
用
レ
ー
ン
や
駐
輪
場
の

整
備
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

Ｉ
ユ
ー
ス
ス
ペ
ー
ス
」
の

運
用
な
ど
を
行
って
い
る
。

　

�　
明
石
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
ど
も
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て

お
り
、
そ
の
背
景
に
は
不

登
校
の
ほ
か
、
貧
困
や
虐

待
な
ど
の
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
の
子
ど
も
に

対
し
、
多
様
な
居
場
所
や

学
び
を
保
障
す
る
支
援
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。そ

の
た
め
、
関
係
者
か
ら
安

全・安
心
が
確
約
さ
れ
、あ

り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら

れ
る
場
所
が
必
要
と
の
意

問
う
。

答�　
同
制
度
の
目
的
は
、
障

害
者
の
外
出
機
会
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
自
立
の

援
助
や
社
会
参
加
を
促
進

す
る
こ
と
だ
。
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
は
、
身
体
障

害
者
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者

１
級
の
人
が
対
象
で
、
５

０
０
円
の
割
引
券
を
年
間

48
枚
交
付
し
て
い
る
。
利

用
券
は
、
指
定
タ
ク
シ
ー

事
業
者
を
利
用
し
た
場
合

に
１
乗
車
に
付
き
２
枚
ま

で
使
用
で
き
、
タ
ク
シ
ー

の
乗
り
降
り
の
ど
ち
ら
か

が
市
内
で
あ
れ
ば
使
用
で

き
る
。
ま
た
、
車
い
す
で

乗
車
で
き
る
介
護
タ
ク
シ

ー
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
使
用
枚

数
の
上
限
が
あ
る
た
め
、

利
用
者
の
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　
今
後
、
高
齢
者
等
の
移

動
支
援
の
あ
り
方
検
討
会

に
お
い
て
、
障
害
者
も
安

心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
、

移
動
手
段
の
確
保
や
優
待

乗
車
券
制
度
の
改
善
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く

考
え
だ
。

子どもがありのままでいられる
多様な居場所や学びの保障
公設民営の居場所づくりを検討

障害者の移動支援
福祉タクシー利用券
利便性向上へ検討進める

自転車でにぎわいづくり
明石の魅力を存分に
サイクリングロード

１人１台のタブレットを配備

AKASHI ユーススペース

景観のよい海岸線を走る

見
を
参
考
に
、
取
り
組
み

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

く
考
え
だ
。　
　

　

�　
今
後
は
、
柔
軟
な
支
援

が
行
え
る
民
間
が
運
営
す

る
施
設
と
も
連
携
し
、
公

設
民
営
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
も
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

問�　
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育

を
目
指
し
、
１
人
１
台
の

学
習
端
末
を
整
備
す
る
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
が
今
春
か
ら
動
き
出
す

予
定
だ
が
、
準
備
は
万
全

か
。

答�　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配

備
は
令
和
３
年
２
月
末
、

各
学
校
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
工

事
は
３
月
末
ま
で
に
完
了

す
る
予
定
だ
。
な
お
、
昨

年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

臨
時
休
校
な
ど
の
際
は
、

児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
持
ち
帰
ら
せ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
に
よ

る
遠
隔
で
の
家
庭
学
習
に

活
用
す
る
こ
と
も
想
定
し

て
い
る
。そ
の
際
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い
家
庭

に
は
貸
出
用
と
し
て
、
９

０
０
台
の
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
を
準
備
す
る
。

　

�　
教
員
に
対
し
て
は
、
少

し
で
も
早
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

に
慣
れ
、
授
業

で
活
用
で
き
る

よ
う
、
２
年
11

月
か
ら
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
研
修
を

行
い
、
12
月
か

ら
は
学
校
現
場

で
中
心
と
な
る

人
材
を
育
成
す

る
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な

実
践
事
例
を
積
み
上
げ
、

全
校
で
共
有
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

　
今
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護

委
員
の
次
期
候
補
者
と
し
て
、

再
任
２
人
、
新
任
２
人
の
４

人
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
再

任
は
、増ま
す

本も
と

賀よ
し

英ひ
で

氏（
69
歳
・

二
見
町
東
二
見
）
、
安や
す
田だ

政ま
さ

義よ
し

氏（
69
歳
・
西
明
石
町
３

丁
目
）
、
新
任
は
、
奥お
く
住ず
み
貴き

美み

子こ

氏（
65
歳
・
松
が
丘
北

町
）、上う
え

田だ

久ひ
さ

代よ

氏（
69
歳
・

大
久
保
町
高
丘
７
丁
目
）
で

す
。
本
市
の
人
権
擁
護
委
員

は
13
人
で
任
期
は
３
年
で
す
。

で
困
っ
て
い
る
人
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
心
の
ケ
ア

相
談
を
実
施
し
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
新
た

に
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
を
開
設
し
た
。
若
年
層

の
対
策
と
し
て
は
、
相
談

の
入
口
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー

ル
等
も
活
用
し
、
そ
の
後

に
面
接
や
訪
問
を
行
う
な

ど
実
効
性
の
あ
る
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
は
、
人
に
も
環

境
に
も
や
さ
し
い
乗
り

物
で
あ
り
、
活
用
の
推

進
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
・
明
石
の
実
現
に
寄

与
す
る
と
考
え
る
。

　

�　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
は
、大
観
橋
西
詰（
南

王
子
町
）
か
ら
姫
路
市

ま
で
の
約
35
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
市
域
内
の

ル
ー
ト
は
、
明
石
海
峡
や

淡
路
島
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
景
観
の
良
さ
や
多
く

の
休
憩
施
設
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
が

選
定
し
た
モ
デ
ル
ル
ー
ト

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　
今
後
は
、
大
蔵
海
岸
に

向
か
う
市
独
自
の
ル
ー
ト

の
設
定
や
、
自
転
車
で
淡

路
島
一
周
を
す
る
人
の
た

め
に
明
石
駅
周
辺
を
整
備

す
る
な
ど
、
サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
受
け
入
れ
体
制
を
調

査
研
究
し
、
さ
ら
な
る
ま

ち
の
好
循
環
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

問�　
自
殺
防
止
対
策
の
う
ち
、

特
に
若
年
層
の
対
策
に
つ

い
て
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
平
成
30
年
度

に
明
石
市
自
殺
対
策
計
画

を
策
定
し
、
市
全
体
で
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
雇
用
不
安

や
生
活
困
窮
、
孤
立
等
を

背
景
に
全
国
的
に
自
殺
者

が
増
加
し
て
い
る
。
本
市

も
令
和
２
年
10
月
末
時
点

で
前
年
を
上
回
り
、
取
り

組
み
強
化
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。

　

�　
本
市
の
傾
向
と
し
て
は
、

行
政
等
に
相
談
せ
ず
、
１

人
で
深
刻
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
が
多
い
た
め
、

き
め
細
や
か
な
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。
心
の
悩
み

ト
ル
へ
増
や
す
目
標
で
あ

っ
た
が
、
昨
年
４
月
時
点

で
６
・
91
平
方
メ
ー
ト
ル

に
減
少
し
た
。
そ
の
原
因

は
、
予
想
以
上
の
人
口
増

加
と
４
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
っ
た
県
立
明
石
西
公
園

が
都
市
公
園
で
な
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
た

だ
し
、
市
内
の
公
園
全
体

の
面
積
は
、
区
画
整
理
に

よ
る
整
備
な
ど
に
よ
り
約

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し
て

い
る
。
住
宅
開
発
と
併
せ

た
公
園
整
備
の
ほ
か
、
誰

も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
を
設
置
す

る
（
仮
称
）
17

号
池
公
園
の
整

備
を
進
め
る
な

ど
、
身
近
で
利

用
し
や
す
い
公

園
を
増
や
す
取

り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

�　
新
た
な
緑
の

基
本
計
画
策
定
に
お
い
て

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏

ま
え
、
公
園
整
備
や
緑
化

を
推
進
し
て
い
く
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
始
ま
る

�

子
ど
も
の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育
を

　
公
園
整
備
や
緑
化
の
推
進

市
内
の
公
園
面
積
は
増
加
も

�

緑
の
基
本
計
画
の
目
標
に
届
か
ず

人
権
擁
護
委
員

�

推
薦
に
同
意

若
年
層
へ
の

�

自
殺
防
止
対
策

�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
／
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
施
策

問　
市
民
へ
の
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
の
か
。

答　
1
月
か
ら
2
月
ま
で
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
ま
ち
全
体
の
理
解

を
高
め
て
い
く
。
ま
た
、
希
望
の
あ
っ

た
小
学
校
５
校
に
対
し
て
今
年
度
中
に

出
前
講
座
を
行
う
予
定
だ
。

問　
住
民
票
の
続
柄
記
載
に
つ
い
て
は
、

希
望
す
れ
ば
同
居
人
を
縁
故
者
に
変
更

で
き
る
が
、
本
市
独
自
の
取
り
組
み
の

た
め
、
他
市
で
の
手
続
き
の
際
な
ど
、

当
事
者
に
精
神
的
な
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。　
　

答　
取
り
組
み
を
広
く
発
信
し
て
い
く
。

西
明
石
地
区
の
活
性
化

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
令
和
２
年
中
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協

定
を
締
結
し
、
都
市
計
画
の
変
更
ま
で

約
２
年
か
か
る
。
事
業
内
容
が
固
ま
れ

ば
、
改
め
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
市
議
会

に
報
告
す
る
。

こ
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
対
象
者
を
18

歳
ま
で
拡
充
す
る
た
め
の
医
療
費
助
成

シ
ス
テ
ム
の
改
修

問　
こ
ど
も
医
療
費
の
対
象
年
齢
を
拡

充
し
た
場
合
、
市
が
負
担
す
る
年
間
の

医
療
費
は
ど
の
程
度
増
加
す
る
の
か
。

答　
約
２
億
円
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

問　
長
期
的
に
考
え
る
と
、
将
来
的
に

は
人
口
減
少
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今

後
の
景
気
動
向
に
よ
る
税
収
の
見
通
し
、

待
機
児
童
対
策
な
ど
に
よ
り
増
加
し
続

け
る
扶
助
費
の
あ
り
方
な
ど
、
本
市
の

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
持
続
可

能
な
制
度
と
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

財
源
を
確
保
す
る
の
か
。

答　
財
源
は
、
人
口
増
加
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
増
収
分
を
充
て
た
い
。
国
か

ら
令
和
3
年
度
の
地
方
財
政
計
画
が
出

れ
ば
、
今
後
の
本
市
の
財
政
見
込
み
を

示
せ
る
。
３
年
７
月
の
拡
充
開
始
に
向

け
、
３
月
議
会
に
条
例
改
正
案
と
新
年

度
事
業
費
予
算
案
を
提
案
し
た
い
。

総　務
常任委員会

委 員 会 審 査 ＱＲコードを読み取る
と各委員会の資料を
ご覧いただけます。

文
化
芸
術
関
連
施
設
に
対
す
る
運
営
支
援

問　
対
象
が
市
民
会
館
、
西
部
市
民
会

館
に
な
っ
て
い
る
。
文
化
芸
術
に
は
、

ほ
ん
ま
ち
三
白
館
な
ど
も
含
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き
い
大
規

模
施
設
へ
の
支
援
を
優
先
し
た
。
ほ
ん

ま
ち
三
白
館
な
ど
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

応
援
金
な
ど
の
支
援
策
で
対
応
し
て
い

る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
利
用
に
係

る
シ
ス
テ
ム
改
修

問　
今
回
の
改
修
に
よ
る
効
果
は
。

答　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
治
体
間
の
や
り

取
り
が
可
能
に
な
り
、
住
所
地
で
の
戸

籍
手
続
き
の
際
、
戸
籍
謄
抄
本
の
添
付

が
不
要
と
な
る
。

問　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
万
全
な
の

か
。

答　
情
報
漏
え
い
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
し
っ
か
り

と
行
っ
て
い
く
。

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
（
素
案
）

問　
執
行
機
関
で
あ
る
市
長
室
や
災
害

対
策
本
部
と
、
議
決
機
関
で
あ
る
市
議

会
を
同
じ
フ
ロ
ア
に
配
置
す
る
案
が
示

さ
れ
た
が
、
ど
う
い
う
意
図
か
。

答　
現
時
点
で
は
、
災
害
時
に
迅
速
か

つ
的
確
な
指
揮
命
令
を
行
い
、
市
議
会

と
も
緊
密
な
連
携
が
強
化
で
き
る
配
置

案
と
し
て
い
る
。　

問　
災
害
時
に
必
要
な
非
常
用
発
電
機

や
蓄
電
池
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答　
非
常
用
発
電
機
は
、
水
害
等
の
被

害
を
受
け
な
い
屋
上
階
に
設
置
す
る
予

定
だ
。
蓄
電
池
は
考
え
て
い
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

問　
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
、
議
会
棟

跡
地
に
高
額
な
費
用
を
か
け
て
設
置
す

る
計
画
だ
が
、
近
隣
の
民
間
活
用
地
の

有
効
活
用
は
で
き
な
い
か
。

答　
隣
接
地
で
予
定
さ
れ
て
い
る
県
の

再
開
発
計
画
も
踏
ま
え
て
、
駐
車
場
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

生活文化
常任委員会

文教厚生
常任委員会

建設企業
常任委員会

新庁舎整備検討
特別委員会

あかしＳＤＧｓ
推進計画
特別委員会

明
石
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
た
こ
バ

ス
）
の
運
行
事
業
者
の
再
公
募

問　
全
て
の
路
線
で
令
和
３
年
４
月
か

ら
５
年
間
運
行
す
る
事
業
者
が
決
定
し

た
。
社
会
情
勢
の
変
化
で
経
費
の
負
担

が
増
え
、
事
業
者
が
撤
退
し
路
線
が
維

持
で
き
な
く
な
れ
ば
、
市
民
生
活
に
影

響
が
出
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答　
こ
れ
ま
で
に
も
人
件
費
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
事
業
継
続
が
困
難
に
な
っ

た
事
業
者
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
社
会

情
勢
に
見
合
う
経
費
へ
と
見
直
し
、
今

後
の
経
費
の
変
動
な
ど
も
想
定
し
た
上

で
５
年
間
の
覚
書
を
締
結
し
た
。

旧き
ゅ
う

波は

門と

崎さ
き
燈と
う
籠ろ
う
堂ど
う
の
復
元
整
備

問　
今
秋
の
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
兵
庫
大
会
プ
レ
大
会
ま
で
に
復
元
予

定
と
の
こ
と
だ
が
、
周
辺
は
ど
の
よ
う

に
整
備
す
る
の
か
。

答　
周
辺
の
寺
社
を
含
め
た
散
策
ル
ー

ト
の
設
定
や
、
観
光
案
内
板
の
設
置
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
あ
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計
画

（
明
石
市
第
６
次
長
期
総
合
計
画
）
の

策
定

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、市
民
参
画

に
つ
い
て
は
、
前
回
の
第
５
次
計
画
策

定
時
よ
り
も
丁
寧
に
、
各
種
団
体
や
学

生
な
ど
、
多
様
な
市
民
の
意
見
を
聞
い

て
ほ
し
い
。

答　
市
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
や
市
長
懇
談
会
、
市
民
意

識
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
令
和

2
年
、
設
置
し
た
あ
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
審
議
会
も
若
者
や
外
国
人
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る

委
員
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

広
く
市
民
の
声
を
聴
く
姿
勢
で
計
画
策

定
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
だ

け
で
な
く
、
市
民
意
見
箱
の
設
置
や
各

種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
、市
民
説
明

会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
行

う
予
定
と
し
て
い
る
。

JR と進める西明石のまちづくり

被害が大きい文化芸術を支援

新庁舎の完成イメージ図

先を見据えて３月にも議論

復元される旧波門崎燈籠堂

総合計画に SDGs の理念を反映
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６６ 月月 定定 例例 会会

六
月
定
例
市
議
会
が
六
月
十
三
日
か
ら
六
月
二
十
九
日
ま
で
の
十
七
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

地
方
独
立
行
政
法
人
明
石
市
立
市
民
病
院
設
立
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
や
明
石
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
三
十
人
以
下
学
級
実
現
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
、
議
案
三
十
一
件
を
可
決
、
報
告
十
五
件
を
了
承
、

請
願
四
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

六
月
定
例
会
で
は
、
市
長

の
選
挙
公
約
で
あ
る
市
長
給

料
月
額
の

30％
減
額
に
加
え
、

副
市
長
給
料
月
額
の

16％
を

減
額
す
る
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
が
市
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
副
市
長
の
給
料
月

額
を
減
額
し
な
い
修
正
案
が

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
末
、
修
正
案
を
可
決

し
、
市
長
の
給
料
月
額
だ
け

が
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

本
条
例
案
は
、
十
三
日
の

本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
後
、

二
十
日
と
二
十
一
日
の
本
会

議
で
質
疑
を
受
け
、
二
十
二

日
の
総
務
常
任
委
員
会
で
も

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら

市
長
給
料
の
減
額
は
市
長
の

政
治
的
な
決
意
と
し
て
理
解

す
る
が
、
副
市
長
給
料
は
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
で
審
議

さ
れ
ず
に
減
額
さ
れ
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
市
か
ら
は
、

同
審
議
会
は
特
別
職
が
自
ら

の
給
料
を
過
度
に
高
く
し
な

い
よ
う
に
設
置
す
る
機
関
で

あ
り
、
減
額
の
場
合
は
諮
る

必
要
が
な
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
委
員

か
ら
は
、
市
長
給
料
の
減
額

を
行
っ
た
他
市
の
状
況
を
調

査
す
る
よ
う
依
頼
が
あ
り
、

調
査
の
結
果
、
副
市
長
給
料

が
市
長
を
上
回
る
市
も
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
市

長
か
ら
は
、
給
料
は
職
務
と

責
任
の
大
き
さ
に
応
ず
る
べ

き
で
、
副
市
長
給
料
が
市
長

を
上
回
る
状
態
は
望
ま
し
く

な
い
と
の
考
え
を
示
さ
れ
ま

し
た
。
採
決
で
は
、
条
例
案

に
対
し
修
正
案
を
本
会
議
に

提
出
す
る
旨
を
表
明
し
退
席

す
る
委
員
や
、
反
対
す
る
委

員
も
い
ま
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
二
十
九
日
の
本

会
議
で
は
副
市
長
の
給
料
月

額
を
減
額
し
な
い
修
正
案
が

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
と
反
対
が
同

数
と
な
り
ま
し
た
が
、
議
長

は
賛
成
と
裁
決
し
た
の
で
、

修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

建
設
企
業
常
任
委
員
会
で

は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
核
事
業
で
あ
る
明
石

駅
前
南
地
区
の
再
整
備
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
事
業
主
体

で
あ
る
市
街
地
再
開
発
準
備

組
合
が
本
組
合
設
立
に
向
け

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
民
間
の
事
業

で
は
あ
り
ま
す
が
、
再
開
発

ビ
ル
内
に
市
役
所
の
窓
口
機

能
な
ど
、
広
く
市
民
が
利
用

す
る
公
共
公
益
施
設
の
導
入

を
計
画
し
て
お
り
、
市
と
し

て
も
多
額
の
財
政
負
担
が
生

じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
よ
り
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
と

な
る
よ
う
広
く
市

民
の
意
見
を
聴
く

た
め
の
手
続
き
を

検
討
し
て
お
り
、

ま
ず
は
意
見
公
募

を
七
月
一
日
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
再

開
発
組
合
設
立
の

認
可
が
目
標
の
本

年
十
二
月
よ
り
遅

れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
以
後
の

工
期
短
縮
に
努
め
、 基
本
計
画
期
間
内
で
あ
る
平

成
二
十
七
年
度
末
に
は
再
開

発
ビ
ル
が
完
成
す
る
よ
う
、

市
が
引
き
続
き
準
備
組
合
へ

の
支
援
と
工
事
施
工
等
の
受

託
業
者
に
対
す
る
指
導
を
行

い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
組
合
設
立

が
遅
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

準
備
組
合
や
受
託
業
者
の
意

欲
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
市
か
ら
は
、

日
程
が
遅
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
準
備
組
合
な
ど
に
十
分

説
明
を
し
て
い
る
。
市
と
し

て
多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ

る
の
で
、
よ
り
多
く
の
市
民

に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

市
内
各
地
で
行
う
市
長
懇
談

会
や
市
内
各
種
団
体
の
代
表

者
で
構
成
さ
れ
る
あ
か
し
市

政
総
合
懇
話
会
で
も
議
題
に

あ
げ
る
と
と
も
に
、
七
月
中

に
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、

多
く
の
市
民
の
意
見
を
聴
い

て
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

安全で快適な駅前広場の整備を目指す

明 石 駅 前 南 地 区

６
月

６
日

議
会
運
営
委
員
会

13日
本
会
議

市
長
所
信
表
明

議
案

18件
提
案

報
告

15件
了
承

委
員
会
提
出
議
案

１
件
提
案
・
可
決

14日
議
会
運
営
委
員
会

20日
本
会
議

一
般
質
問
・
質
疑

（
８
人
）

21日
本
会
議

一
般
質
問
・
質
疑

（
９
人
）

22日
総
務
常
任
委
員
会

生
活
文
化
常
任
委
員
会

23日
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会

24日
議
会
運
営
委
員
会

27日
議
会
運
営
委
員
会

28日
議
会
運
営
委
員
会

29日
本
会
議

議
案

10件
提
案
・
同
意

委
員
会
審
査
報
告

議
案

18件
可
決

（
う
ち
１
件
修
正
可
決
）

議
員
提
出
議
案
２
件

提
案
・
可
決

６
月
定
例
会
の
動
き

あかし市議会だよりの題字が新しくなりました。詳細は３面をご覧ください。 特
別

職
の
給

料
を
減

額
す
る
条

例

副副
市市

長長
はは

減減
額額

せせ
ずず

市市
長長

のの
みみ

３３
割割

カカ
ッッ
トト

議
員

提
案

の
修

正
案

を
可

決

広く市民の意見を聴いて

だれもが納得できる再整備を

江江
井井
ヶヶ
島島
海海
岸岸

　　　　　あか
し市議会だよりのあゆみ250250号号

祝祝

第250号の発行を記念して、創刊号からこれまでのあゆみをご紹介します。
また、紙面の読み方のポイントを解説します。

QRコードを読み取る
と過去の市議会だより
をご覧いただけます。

読
み
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

市制50周年を記念して、市民と議
会を結ぶかけ橋となることを願っ
て創刊されました

創刊号【昭和44年】

題字が２代目に
７号【昭和46年】

題字が３代目に
60号【昭和58年】

白黒から２色カラーに
130号【平成９年】

全ページをフルカラーに
185号【平成20年】

４代目の題字は公募で決定
201号【平成23年】

2020年（令和２年）11月１日　　（2）第249号 あ か し 市 議 会 だ よ り

質疑質疑・・一般質問一般質問

発　言　者　一　覧
― 発言順 ―（　）は会派名

９月15日・16日・17日
林　　　健　太（自民党 真誠会・代表質問）
①令和元年度決算状況を踏まえた持続可能な財政運営
②工場立地法における緑地面積率　③アフターコロナ、
ウィズコロナを踏まえて
梅　田　宏　希（公明党）
①議案第83号　令和元年度明石市一般会計歳入歳出決
算　②本市中央部の交通対策　③住民票の写し等のコン
ビニ交付サービス
筒　泉　寿　一（維新の会）
①明石の海の在り方　②SDGs未来都市としての取組
③森林環境譲与税　④少年自然の家
出　雲　晶　三（未来明石）
①明石川の治水とJR明石川橋梁工事　②令和元年度の
明石市決算と今後の財政運営　③県立がんセンターの建
替整備
榎　本　和　夫（自民党 真誠会）
①高丘校区小中一貫教育校　②市長の市政運営
飯　田　伸　子（公明党）
①新型コロナウイルス感染拡大期に備えた本市の医療体
制の構築
森　　　勝　子（維新の会）
①コロナ感染症対策の今後の方針　②明石市のICT教
育の今後の見通し　③就学前（幼児）教育の取組
丸　谷　聡　子（未来明石）
①市民の命と人権を守る新型コロナウイルス感染症対策
②「学ぶ権利」を保障する「夜間中学」　③子どもの声
を聴き、子どもの権利を守る「子どもアドボカシー」の
導入　④次世代につなぐ環境にやさしいエネルギー政策
穐　原　成　人（自民党 真誠会）
①コロナ禍における学校教育　②こども食堂の現在の取
組　③環境関連施策
松　井　久美子（公明党）
①令和２年度高齢者インフルエンザ予防接種の無償化
②「SDGs未来都市」構築に向けた取組　③明石市の
GIGAスクール構想の取組状況　④市道魚住２号線・
山手環状線の周辺におけるバス路線の確保
北　川　貴　則（維新の会）
①コロナに負けない生活支援と感染防止策　②「日本一
安全なまち明石」の実現のための危機管理　③コロナに
負けない健全財政
寺　井　吉　広（自民党 真誠会）
①新型コロナウイルス感染症対応　②「３密」を避ける
ことが困難な福祉施設　③新型コロナウイルス感染拡大
による影響
国　出　拓　志（公明党）
①西明石町を中心とした和坂校区内の浸水対策　②明石
の将来を担う今後の農業施策　③スマートフォンを活用
した防災対策　④明石市版おくやみハンドブック作成
楠　本　美　紀（日本共産党）
①新型コロナ対策に係る介護報酬特例措置による利用者
の負担増　②小中学校給食に安全・安心の国産小麦を使っ
たパンを　③子どもたちに少人数学級をプレゼントし
よう　④高丘小中一貫教育校
宮　坂　祐　太（フォーラム明石）
①コンパクトシティの推進と立地適正化計画の策定
竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①令和元年度決算　②新型コロナ禍における明石市の公
共交通機関　③市内学校における新型コロナウイルス感
染症防止対策のための教育環境整備　④併設型小中一貫
教育校の開設
家根谷　敦　子（スマイル会）
①やさしいまちづくりのさらなる推進
辻　本　達　也（日本共産党）
①令和元年度明石市一般会計歳入歳出決算　②新型コロ
ナウイルス感染症対策　③空家等対策計画
吉　田　秀　夫（フォーラム明石）
①コロナ禍における災害対策　②超高齢社会への対応
③新型コロナウイルス感染症対策
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①子どもたちの給食　②災害対策における女性や多様な
視点の必要性　③駅前喫煙所

９月17日
辻　本　達　也（日本共産党）
①議案第96号　令和２年度明石市一般会計補正予算
（第７号）

　
９
月
15
日
、
16
日
、
17
日

の
本
会
議
で
は
、
20
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
決
算
や
各
事

業
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
17
日
に

は
追
加
提
案
さ
れ
た
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　
発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容
は

２
面
か
ら
５
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
本
会
議
の
録
画
映
像

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問�

　
市
民
生
活
の
応
援
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
活
用
し
た
事
業
を
実

施
し
な
い
か
。

答�

　
本
市
は
、
個
人
商
店
等

緊
急
支
援
金
を
は
じ
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
高

齢
者･

障
害
者
サ
ポ
ー
ト

利
用
券
、
生
活
見
守
り
サ

ポ
ー
ト
券
を
発
行
し
、
市

民
生
活
や
地
域
経
済
の
支

援
を
行
っ
て
き
た
。

　 

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ

ン
ト
事
業
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
に
よ

る
消
費
喚
起
や
現
金
に
直

接
触
れ
な
い
こ
と
で
感
染

予
防
と
な
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普

及
率
は
ま
だ
低
い
た
め
、

市
民
の
間
で
不
公
平
感
が

生
じ
る
懸
念
が
あ
る
ほ
か
、

商
店
側
も
設
備
面
の
導
入

コ
ス
ト
や
手
数
料
の
負
担

等
の
課
題
が
あ
る
。

　 

　
ま
ず
は
、
課
題
や
本
市

の
地
域
経
済
へ
の
効
果
を

分
析
し
、
他
都
市
の
実
施

状
況
や
成
果
を
踏
ま
え
た

上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問�

　
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

都
市
機
能
や
居
住
区
域
の

誘
導
・
集
約
化
と
交
通
網

の
整
備
を
行
う
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
そ
の
推

進
に
欠
か
せ
な
い
立
地
適

正
化
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
本
市
の
認
識
を
問
う
。

答�

　
明
石
駅
前
再
開
発
事
業

を
核
と
し
た
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
が
今
年

度
で
終
了
す
る
。
こ
れ
に

替
わ
る
新
た
な
計
画
は
、

中
心
市
街
地
だ
け
で
な
く
、

市
内
全
域
の
均
衡
あ
る
発

展
を
図
る
と
い
う
方
針
や

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推

進
す
る
観
点
か
ら
、

立
地
適
正
化
計
画

の
策
定
が
有
効
と

考
え
る
。
こ
の
計

画
の
策
定
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
国
の
財
政
支

援
を
受
け
ら
れ
る
が
、
居

住
誘
導
区
域
の
設
定
方
法

な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

　 

　
策
定
は
、
上
位
計
画
と

な
る
（
仮
称
）
あ
か
し
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
　

し
、
必
要
に
応
じ
て
職
員

が
窓
口
ま
で
案
内
し
て
い

る
。
市
役
所
以
外
で
行
う

手
続
き
の
う
ち
相
続
に
関

す
る
も
の
は
、
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
を
案
内
す

る
な
ど
、
遺
族
に
寄
り
添

う
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　 

　
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
は
、
遺
族
の
負
担
が
軽

減
で
き
る
必
要
か
つ
有
効

な
方
法
の
一
つ
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、
市
役
所
以
外

で
行
う
手
続
き
等
の
情
報

も
盛
り
込
ん
だ
明
石
市
版

の
作
成
に
つ
い
て
、す
で
に

導
入
し
て
い
る
自
治
体
も

参
考
に
し
な
が
ら
関
係
課

で
協
議
・
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問�

　
明
石
市
版
お
く
や
み
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
聞
く
。

答 

　
親
族
が
亡
く
な
っ
た
際

に
必
要
な
手
続
き
は
、
市

役
所
で
行
う
も
の
と
金
融

機
関
等
の
市
役
所
以
外
で

行
う
も
の
が
あ
る
。
市
役

所
で
行
う
手
続
き
は
、
あ

か
し
市
民
便
利
帳
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
遺
族
が

死
亡
届
を
提
出
す
る
際
は
、

手
続
き
と
担
当
窓
口
を
一

覧
に
し
た
案
内
文
書
を
渡

問 

　
令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
、
初
め
て
収
支

が
黒
字
と
な
り
、
明
石
産

品
を
全
国
に
発
信
し
た
功

績
は
大
き
い
。
本
事
業
の

評
価
や
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
く
。

答�

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
納

税
者
が
生
ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
や

応
援
し
た
い
ま
ち

に
寄
付
が
で
き
る

制
度
だ
。

　 

　
昨
年
度
は
、
市

内
事
業
者
へ
の
訪

問
と
提
案
を
重
ね
、

返
礼
品
を
３
３
３

種
類
に
拡
充
し
た

ほ
か
、
新
た
な
納

税
受
付
サ
イ
ト
を
追
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的

な
収
支
額
が
約
１
６
０
０

万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

今
年
度
は
、
納
税
受
付
サ

イ
ト
を
さ
ら
に
追
加
し
、

返
礼
品
を
約
４
０
０
種
類

に
拡
充
し
た
結
果
、
８
月

末
時
点
で
昨
年
度
の
同
時

期
と
比
べ
、
２
倍
近
く
ま

で
寄
付
額
が
増
え
て
い
る
。

　 

　
今
後
は
、
民
間
企
業
等

の
法
人
が
税
制
上
の
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
る
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
を
導
入

し
、
市
内
外
の
企
業
に
周

知
を
図
り
た
い
。

問 

　
気
候
非
常
事
態
宣
言
に

お
い
て
本
市
は
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
と
表
明
し
た
。
現
在
の

取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答�

　
本
市
は
、
明
石
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
ご
み
焼
却

熱
を
活
用
し
た
発
電
、
南

二
見
の
未
利
用
地
を
活
用

し
た
太
陽
光
発
電
な
ど
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
進
め
て
き
た
。
市

役
所
新
庁
舎
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
の
設
置
や
吹
き
抜
け

を
利
用
し
た
自
然
採
光
・

換
気
な
ど
、
環
境
配
慮
型

庁
舎
と
し
て
設
計
を
始
め

て
い
る
。
電
力
一
括
調
達

に
も
取
り
組
み
、
今
年
度

は
市
内
92
カ
所
の
高
圧
受

電
施
設
の
入
札
を
実
施
し
、

年
間
約
１
億
６
６
０
０
万

円
の
電
気
料
金
が
削
減
で

き
る
見
込
み
だ
。

　 

　
今
後
も
引
き
続
き
コ
ス

ト
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
入
札
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
く
。

明石産品の返礼品を拡充

ふるさと納税の収支が黒字に
企業版の導入も検討

将来を見据えたまちづくり
市内全域の発展を目指し
立地適正化計画を策定

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み

公
共
施
設
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

�

新
庁
舎
も
環
境
に
配
慮
し
た
設
計
へ

導
入
し
な
い
か

遺
族
に
寄
り
添
う

�

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

市
民
生
活
や
地
域
経
済
を
支
援

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業

�

導
入
効
果
を
検
討
　

返礼品は約 400種類

バランスのとれた発展を

（3）　　2020年（令和２年）11月１日 第249号あ か し 市 議 会 だ よ り

大
西
議
員
に
感
謝
状

　
大お
お

西に
し

洋ひ
ろ

紀の
り

議
員
に
兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
９
月
８
日
の
本
会
議
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
同
議
員
が
議
長
、
副
議
長
を
合
わ

せ
て
２
年
以
上
務
め
、
地
方
自
治
振
興
に
尽
く
し
た

功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

問�

　
市
長
へ
の
意
見
箱
の
運

用
状
況
を
聞
く
。

答�

　
意
見
箱
は
市
長
が
市
民

の
声
を
直
接
聞
き
、
き
め

細
や
か
な
施
策
を
展
開
す

る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
は
子
ど
も
・

子
育
て
関
連
が
１
７
５
件
、

土
木
・
交
通
関
連
が
１
６

３
件
、
教
育
関
連
が
94
件

な
ど
、
合
計
１
１
８
７
件

問 

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と

し
て
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答�

　
本
市
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

安
心
都
市・明
石
を
掲
げ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念
で
あ
る
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
持
続
可
能
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

踏
ま
え
た
上
で
、
こ

ど
も
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
や
、誰
に

も
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
７
月
に
県
下
で

初
め
て
国
か
ら
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選

問�

　
中
学
校
給
食
の
残
食
率

の
改
善
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
問
う
。

答 

　
昨
年
度
の
残
食
率
は
約

８
・
７
％
で
、
改
善
の
必

要
を
認
識
し
て
い
る
。
本

市
は
、
衛
生
管
理
基
準
に

よ
る
時
間
的
制
約
や
食
材

の
予
算
が
限
ら
れ
る
中
、

学
校
給
食
摂
取
基
準
等
に

基
づ
き
、
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
栄
養
を
満
た
し
、

多
様
な
食
材
と
調
理
法
を

問�

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
聞
く
。

答�

　
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育

の
実
現
を
目
指
す
国
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を

受
け
、
教
育
委
員
会
は
、

１
人
１
台
の
端
末
と
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整

備
を
急
い
で
い
る
。
整
備

に
よ
り
、
指
で
簡
単
に
文

字
を
大
き
く
表
示
し
た
り
、

音
声
で
文
章
を
読
み
上
げ

る
な
ど
、
個
別
の
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
配

慮
し
た
教
材
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。今
後
、

Ａ
Ｉ
等
の
技
術
の
進
展
に

よ
っ
て
は
、
一
人
一
人
の

理
解
度
や
興
味
と
関
心
に

応
じ
た
個
別
学
習
も
可
能

と
な
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
に
よ
り
、
教
員
の

授
業
準
備
や
事
務
作
業
の

効
率
化
も
期
待
で
き
る
。

　 

　
こ
れ
ま
で
の
授
業
内
容

に
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
組
み
込
む
こ
と
で
、
学

習
活
動
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

組
み
合
わ
せ
た
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
献
立
の

提
供
に
努
め
て
い
る
。

　 

　
献
立
は
、
学
校
長
、
食

育
担
当
教
諭
、
保
護
者
等

に
よ
る
献
立
調
理
委
員
会

で
決
定
し
て
お
り
、
昨
年

度
か
ら
は
毎
月
開
催
し
、

内
容
の
分
析
や
議
論
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
。

　 

　
食
育
や
適
切
な
栄
養
摂

取
の
観
点
か
ら
も
給
食
を

残
さ
ず
食
べ
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
な
た
め
、
献
立

に
生
徒
た
ち
の
要
望
を
取

り
入
れ
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
、
残
食
率
の
低

減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

定
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
た

め
に
は
市
民
の
理
解
が
重

要
な
こ
と
か
ら
、
広
報
あ

か
し
な
ど
で
積
極
的
に
周

知
し
て
い
く
。

　 

　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
に
は
、

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
地

域
の
特
性
や
課
題
を
踏
ま

え
る
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
の
17
の
目
標
の
う
ち
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
沿
っ
た
目
標
に
つ

い
て
優
先
的
・
重
点
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
社

会
・
経
済
・
環
境
の
３
側

面
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、

総
合
的
に
進
め
た
い
。

の
多
様
な
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。
今
年
度
は
８
月
末

ま
で
に
１
１
１
０
件
の
意

見
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
８

３
５
件
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
だ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
意
見
に
加
え
、
市

長
が
現
場
に
出
向
き
聞
い

た
市
民
の
声
が
市
独
自
の

15
の
支
援
策
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。今
後
も
市
民
の

切
実
な
声
を
聴
く
手
段
と

し
て
意
見
箱
を
活
用
す
る
。

 

　 

　
な
お
、
職
員
が
声
を
上

げ
や
す
い
組
織
と
す
る
た

め
、
職
員
用
の
意
見
箱
も

設
置
し
て
お
り
、
勤
務
条

件
や
人
事
制
度
等
に
関
す

る
意
見
が
６
件
あ
っ
た
。

問 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
こ

ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
と

今
後
に
つ
い
て
聞
く
。

答 

　
こ
ど
も
食
堂
は
、
全
小

学
校
区
に
合
計
44
カ
所
開

設
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
休
止
し
て
い
た
食
堂
も

６
月
頃
か
ら
徐
々
に
再
開

し
て
い
る
。
あ
か
し
こ
ど

も
財
団
は
、
運
営
者
の
再

開
へ
の
不
安
に
寄
り
添
う

た
め
相
談
に
対
応
し
、
消

毒
液
等
の
衛
生
用
品
を
提

供
す
る
な
ど
感
染
症
対
策

を
含
め
た
支
援
を
行
っ
た
。

　 

　
４
月
か
ら
は
、
お
弁
当

の
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ

バ
リ
ー
を
開
始
し
て
お
り
、

14
カ
所
の
こ
ど
も
食
堂
と

19
カ
所
の
飲
食
店
が
１
万

５
千
食
以
上
を
提
供
し
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
応

援
し
た
い
、
見
守
り
た
い

と
い
う
市
民
意
識
の
醸
成

に
つ
な
が
っ
た
。

　 

　
今
後
も
新
た
な
生
活
様

式
に
合
わ
せ
た
こ
ど
も
食

堂
の
開
催
方
法
を
検
討
し
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
食
の
支

援
や
見
守
り
が
途
切
れ
な

い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

力
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、

県
立
明
石
北
高
等
学
校
と

連
携
し
、
理
数
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
く
。

　 

　
ま
た
、
全
教
室
に
設
置

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と

今
年
度
整
備
す
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
も
図
る
。

　 

　
こ
の
ほ
か
、
９
年
間
を

見
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
実
施
や
幅
広
い
年
齢
の

児
童
生
徒
と
の
交
流
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
実
施
し
て
い

く
考
え
だ
。

問�

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
新

た
に
開
設
さ
れ
る
高
丘
校

区
小
中
一
貫
教
育
校
の
特

色
に
つ
い
て
聞
く
。

答�

　
高
丘
校
区
小
中
一
貫
教

育
校
は
、
全
学
年
30
人
学

級
と
し
、
教
科
担
任
制
を

拡
充
し
て
小
中
学
校
の
教

職
員
が
相
互
に
指
導
を
行

う
な
ど
、
質
の
高
い
学
び

の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　 

　
具
体
的
に
は
、
外
国
語

指
導
助
手
を
重
点
的
に
配

置
し
、
英
語
教
育
を
小
学

１
年
生
か
ら
始
め
、
英
語

県下で初めて選定

SDGs未来都市の取り組み
市民の理解が大切

令和３年4月開校

高丘校区に小中一貫校
特色ある教育を実施

市
長
へ
の
意
見
箱

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
件
数
が
急
増

�

き
め
細
や
か
な
施
策
展
開
に
活
用

こ
ど
も
食
堂

コ
ロ
ナ
禍
で
も

�

支
援
と
見
守
り

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

�

子
ど
も
の
個
性
に
応
じ
た
学
び
を
実
現

中
学
校
給
食

残
食
を
減
ら
す

�

献
立
の
工
夫
を

市内全域から通学可能

アイコンフラッグ（明石駅前）

昨年度の市民の意見は1187件

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

　
〇
明
石
の
豊
か
で
美
し
い
海
の
実
現
に
関
す
る
請
願

▽
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
△

　
○ 

無
症
状
と
発
症
前
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
を
早
く
見
つ
け
る
検
査
体
制
の
構
築
を
求
め
る

請
願

　
〇 

子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
感
染
症
に
も
強

い
少
人
数
学
級
の
実
現
を
求
め
る
請
願

請　願請　願
　
意
見
書
２
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地

方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書
　

○ 

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
着
実
な
推
進
を
求

め
る
意
見
書

　
台
風
や
異
常
気
象
な
ら
、
あ
る
程
度
の
予
測
が

で
き
、
最
大
限
の
防
御
策
を
立
て
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
目
に
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
、
い
つ
終
息
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

そ
の
脅
威
を
恐
れ
な
が
ら
過
ご
し
た
日
々
は
、は
や

１
年
近
く
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
人
類
の
英
知
を
絞
り
、
可
能
な
限
り
有
効
な
予

防
策
を
行
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
ウ
イ

ル
ス
は
い
ま
だ
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
に
効
果
的
な
薬
品

や
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
何
よ
り
も
最
優
先
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
完
成
を
一
日
で
も
早

く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
以
前
の
よ
う
な
人
々
の

笑
顔
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
祈
る
毎
日
で
す
。

2020年（令和２年）11月１日　　（8）第249号 あ か し 市 議 会 だ よ り

11月
30日（月）10:00	本会議（議案上程・提案説明）
12月
	 7日（月）10:00	本会議（質疑・一般質問）
	 8日（火）　〃	 本会議（質疑・一般質問）
	 9日（水）　〃	 本会議（質疑・一般質問）
10日（木）　〃	 総務常任委員会
11日（金）　〃	 生活文化常任委員会
14日（月）　〃	 文教厚生常任委員会
15日（火）　〃	 建設企業常任委員会
16日（水）　〃	 新庁舎整備検討特別委員会
22日（火）　〃	 本会議(委員会審査報告・議案採決)

本会議は明石ケーブルテレビ７１７ｃｈで生中継されます。

12月議会の予定
令和２年第２回定例会

※日程は変更する
　場合があります。

第２回定例会９月議会で可決した議案内容を一部紹介します。

◎�旧あかねが丘学園跡地を売却
��（議案第78号　市有土地処分のこと）

　市は、民間活力による良好な住環
境を創出し、周辺と調和のとれたま
ちづくりを行うため、旧あかねが丘
学園跡地（松が丘５丁目２番）約
22,000平方メートルを10億円で売却
します。
　公募型プロポーザル方式（価格や計画の提案内容を含め、総合評価する
方式）により決定した売却先は、積水ハウス株式会社です。
　売却手続きとして、９月３日に具体的な開発計画となる事業実施計画と
同計画の確実な履行の担保などを定めた基本協定を締結するとともに、土
地利用の条件などを定めた土地売買の仮契約を締結し、９月30日の議決に
より本契約が成立しました。
　今後は売買代金を受領し、所有権移転登記および土地の引き渡しを行い
ます。引き渡しから１カ月後をめどに積水ハウス株式会社から地元住民に
対して事業内容の説明会が実施される予定です。

完成予想図 (北方向から見たパノラマ図 )

〔表示例〕○……賛成　×……反対　除……除斥※　棄……棄権　欠……欠席
  ※ 除斥とは、議会における審議を公正なものとするために、議案等と一定の利害関係を有する議員は、その

審議及び採決に参加することができないとする制度です。（地方自治法第117条）

※ 千住議員は議長のため、採決には加わりません。

議　案

自民党 真誠会 公　明　党 維新の会 未来明石 日本共産党 フォーラム明石 明石かがやきネット スマイル会

採決結果
石
井
　
宏
法

井
藤
　
圭
順

灰
野
　
修
平

林
　
　
健
太

寺
井
　
吉
広

榎
本
　
和
夫

千
住
　
啓
介

三
好
　
　
宏
　

穐
原
　
成
人

辰
巳
　
浩
司

坂
口
　
光
男

国
出
　
拓
志

飯
田
　
伸
子

尾
倉
あ
き
子

佐
々
木
　
敏
　

松
井
久
美
子

梅
田
　
宏
希

北
川
　
貴
則

筒
泉
　
寿
一

森
　
　
勝
子

大
西
　
洋
紀

丸
谷
　
聡
子

出
雲
　
晶
三

楠
本
　
美
紀

辻
本
　
達
也

吉
田
　
秀
夫

宮
坂
　
祐
太

竹
内
き
よ
子

林
　
　
丸
美

家
根
谷
敦
子

７月
臨時会 議案第 71 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

９
月
議
会

議案第72号～同第82号、
同第 96 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 83 号～同第 95 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案認定
議案第 97 号、同第 98 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意
諮問第 9 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案推薦同意
議員提出議案第 3 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案第 4 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
請願受理第 2 号 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × 不 採 択
請願受理第 3 号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 不 採 択
請願受理第 4 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止

に
な
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

に
少
し
ず
つ
再
開
の
動
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
今
年
の
冬
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
同
時
流
行

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
議
会
で
は
高
齢
者
等

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
無
料
に
す
る
議

案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
方
だ
け
で
な

く
周
り
の
方
も
リ
ス
ク
を

減
ら
す
た
め
予
防
接
種
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。（
は
）

７月臨時会
議案 第 7１ 号 令和２年度明石市一般会計補正予算（第5号）
９月議会
議案 第 72 号 明石市市税条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第 73 号 明石市手数料徴収条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第 74 号  明石市戸籍・住民票関係手数料徴収条例の一部を改正する条例

制定のこと
 〃 第 75 号 明石市印鑑条例の一部を改正する条例制定のこと
 〃 第 76 号 令和２年度明石市一般会計補正予算（第６号）
 〃 第 77 号 令和２年度明石市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
 〃 第 78 号 市有土地処分のこと
 〃 第 79 号 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
 〃 第 80 号 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
 〃 第 81 号 指定管理者の指定に係る議決事項一部変更のこと
 〃 第 82 号 市道路線認定のこと
 〃 第 83 号 令和元年度明石市一般会計歳入歳出決算
 〃 第 84 号 令和元年度明石市葬祭事業特別会計歳入歳出決算
 〃 第 85 号 令和元年度明石市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
 〃 第 86 号 令和元年度明石市財産区特別会計歳入歳出決算
 〃 第 87 号 令和元年度明石市石ヶ谷墓園整備事業特別会計歳入歳出決算
 〃 第 88 号 令和元年度明石市農業共済事業特別会計歳入歳出決算
 〃 第 89 号 令和元年度明石市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算
 〃 第 90 号 令和元年度明石市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
 〃 第 91 号 令和元年度明石市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
 〃 第 92 号 令和元年度明石市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算
 〃 第 93 号  令和元年度明石市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳入

歳出決算
 〃 第 94 号 令和元年度明石市水道事業会計決算

議案 第 95 号  令和元年度明石市下水道事業会計決算並びに利益及び資本剰余
金の処分のこと

 〃 第 96 号 令和２年度明石市一般会計補正予算（第７号）
 〃 第 97 号 教育委員会委員任命につき同意を求めること
 〃 第 98 号 固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求めること
諮問 第 ９ 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
議員提出議案第３号  新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化

に対し地方税財源の確保を求める意見書提出のこと
　 〃 　 第４号 地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書提出のこと
請願受理第２号  無症状と発症前の新型コロナウイルス感染者を早く見つける検

査体制の構築を求める請願
　〃　第３号  子ども一人一人を大切にする感染症にも強い少人数学級の実現

を求める請願
　〃　第４号 明石の豊かで美しい海の実現に関する請願

議案の概要については市議会のホームページもしくは市役所１階の
行政情報センターで閲覧できます。

議 案 の 賛 否 一 覧
第２回定例会
９月議会

7月臨時会
・

明石市議会のホームページアドレスはhttp://www2.city.akashi.lg.jp/gikai/index.htmlです。ぜひご覧ください。 明石市議会

編集・発行　明石市議会　〒673-8686 明石市中崎1丁目5番1号　TEL911－2600・FAX918－5112

号号2492 4 9
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市議会だよりを
スマホで読める

※�利用にはアプリのダウンロード
が必要です。

第２回定例会
９９

　
生
活
文
化
常
任
委
員
会
で

は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
助
成
金
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
ろ
う
応

援
金
」
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま

し
た
。

　
こ
の
助
成
金
は
、
飲
食
店

を
中
心
と
し
た
店
舗
に
対
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
の

費
用
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
助
成
金
額
は
１
店
舗
に
付

き
５
万
円
で
、
申
請
の
取
り

ま
と
め
を
行
う
飲
食
関
係
組

合
や
商
店
街
な
ど
の
団
体
に

対
し
て
は
、
加
盟
店
舗
数
が

50
店
舗
未
満
の
場
合
は
50
万

円
、
50
店
舗
以
上
の
場
合
は

１
０
０
万
円
を
各
団
体
に
支

給
し
ま
す
。
11
月
１
日
か
ら

市
内
商
店
街
な
ど
に
申
請
書

を
発
送
し
ま
す
。
申
請
期
限

は
令
和
３
年
１
月
31
日
で
す
。

　
委
員
か
ら
は
、
県
に
同
様

の
助
成
制
度
が
あ
る
が
、
市

が
実
施
す
る
必
要
は
あ
る
の

か
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
県
の
助
成
制

度
は
申
請
期
限
が
９
月
末
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
補
助
額

で
あ
る
10
万
円
以
上
の
感
染

防
止
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
市
の
助
成
制
度
は
、

飲
食
関
係
組
合
や
商
店
街
な

ど
を
通
じ
て
の
申
請
と
な
る

が
、
１
店
舗
に
５
万
円
を
補

助
す
る
た
め
、
対
策
に
多
額

の
費
用
を
か
け
る
こ
と
が
難

し
い
小
規
模
事
業
者
も
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
飲
食
関
係
組
合
や
商

店
街
な
ど
に
対
策
費
用
を
補

助
す
る
こ
と
に
よ
り
感
染
症

対
策
が
広
が
る
と
と
も
に
、

組
合
へ
の
加
入
促
進
効
果
も

期
待
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
の
本
会
議
で
は
、

認
知
症
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
費
３
億
３
２
２
０

万
円
を
含
む
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
認
知
症
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
制

約
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
在
宅
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
を
は
じ

め
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。

　
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
在
宅

介
護
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
交

付
金
と
し
て
、
在
宅
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
に
１
万

円
を
支
給
す
る
ほ
か
、
認
知

症
の
診
断
を
受
け
て
い
る
人

に
は
、
さ
ら
に
２
万
円
を
上

乗
せ
支
給
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
10
月
中
旬
に
案
内
を
送

付
し
、
申
請
に
よ
り
支
給
し

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
交

付
金
対
象
者
に
は
（
仮
称
）

あ
か
し
オ
レ
ン
ジ
手
帳
と
１

泊
２
日
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

が
利
用
で
き
る
お
泊
り
券
な

ど
、
３
種
類
の
サ
ポ
ー
ト
無

料
券
を
配
布
し
ま
す
。
手
帳

と
サ
ポ
ー
ト
無
料
券
は
来
年

１
月
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
審
査
を
行
っ
た
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
で
は
、
委
員
か

ら
、
本
事
業
は
国
か
ら
の
交

付
金
を
財
源
と
し
て
い
る
が
、

来
年
度
以
降
も
継
続
で
き
る

の
か
と
質
問
が
あ
り
、
市
か

ら
は
、
交
付
金
の
支
給
は
今

年
度
の
み
と
考
え
て
い
る
が
、

認
知
症
の
人
へ
の
支
援
は
今

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
９
月
議
会
が
９
月
８
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。
認
知
症
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
等
の
経
費
を
含
む
令

和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
や
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
無
料
化
す
る
経
費
等
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

な
ど
、
議
案
16
件
、
諮
問
１
件
を
可
決
・
同
意
、
報
告
９
件
を
了
承
、
請
願

１
件
を
採
択
、
ま
た
、
令
和
元
年
度
決
算
13
件
を
認
定
し
ま
し
た
。

認
知
症
あ
ん
し
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援

�

一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
全
会
一
致
で
可
決

ウィズコロナ
一緒にがんばろう
飲食店などへ助成金

４ コロナ対策の補正予算を審議
7月臨時会の概要

４ 今年度の重点的な取り組みは
委員長に聞く

６ 昨年度の予算執行をチェック
令和元年度決算を認定

３ 請願・意見書

７ 市議会としての意見など
決算認定にあたり
出された意見

８ 各議員の議案等に対する賛否を掲載
議案の賛否一覧３ 議員よもやま話

安全な市民生活と経済の両立のために

みんなで支えるやさしいまち

９月20日から27日にわたって、明石公園などで「ひょうごまちなみガーデンショー in 明石」が開催されました

2 質疑・一般質問
市政を問う　20人が登壇

➊

➌

➍

➎

➏

➐

➑
➋

議案等の審査内容を記載
※今号は６面に全委員会の内容を掲載

➊委員会審査の内容

市議会だよりを読めるアプリ
ぜひ、ダウンロードしてください

➋マチイロ

ＱＲコードを読み取ると本会議
インターネット中継のページへ

➌

日程・議員名などで検索できます
議案に対する賛成・反対を〇×などで記載
表の下段には議案名を掲載

➐議案の賛否一覧

➍
�質疑・一般質問した
発言項目を掲載

発言者一覧➎
問→議員からの質疑・質問
答→市からの答弁

質疑・一般質問記事➏
議員が日常の中で感じたこと
を記事にしています

議員よもやま話
本会議・委員会は傍聴する
ことができます

➑次の議会の日程



2021年（令和３年）１月10日　　（8）第250号 あ か し 市 議 会 だ よ り

２月
19日（金）10:00	本会議(議案上程・提案説明)
３月
 ２日（火）10:00	本会議(質疑・一般質問)
 ３日（水）　〃	 本会議(質疑・一般質問)
 ４日（木）　〃	 本会議(質疑・一般質問)
 ５日（金）　〃	 総務常任委員会
 ８日（月）　〃	 文教厚生常任委員会
 ９日（火）　〃	 生活文化常任委員会
10日（水）　〃	 建設企業常任委員会
11日（木）　〃	 新庁舎整備検討特別委員会
　  〃  　 14:00	あかしSDGs推進計画特別委員会
12日（金）15:00	本会議(委員会審査報告・議案採決)
15日（月）10:00	文教厚生常任委員会
16日（火）　〃	 生活文化常任委員会
17日（水）　〃	 総務常任委員会
18日（木）　〃	 建設企業常任委員会
24日（水）　〃	 本会議(委員会審査報告・議案採決)
本会議は明石ケーブルテレビ717ｃｈで生中継されます。

3月議会の予定
令和３年第１回定例会

※日程は変更する
　場合があります。

　

市
議
会
だ
よ
り
は
、
今

号
で
２
５
０
号
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
市
議
会
の

活
動
状
況
を
市
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、年

に
５
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
て
試
行
錯
誤
し
つ
つ
、

市
議
会
で
の
議
論
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

い
け
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
き
ま
す
。

�

（
ホ
）

第２回定例会12月議会で可決した議案内容を一部紹介します。
◎こども夢応援プロジェクト事業費を増額
（議案第103号　令和２年度明石市一般会計補正予算（第８号））

　高等学校等への進学を希望する全ての中学生が安心して夢に向かうこと
ができるよう、今年度に創設した明石市給付型奨学金については、30人の
定員に対して121人の申し込みがありました。奨学生の選考を進める中で、
コロナ禍の影響から、当初の想定以上に高等学校等への進学が困難な状況
にある中学生が多く見受けられました。
　市は、このような状況や外部有識者を含めた選考委員会での意見を踏ま
え、奨学生の定員を110人に増員することとし、そのための財源として
2,820万円を追加計上しました。現在、対象となる中学３年生には、令和
３年３月の入試に向けた学習会、進路や生活面の相談などの学習支援を行
っており、２月から３月頃にかけて30万円を上限に入学準備金を給付しま
す。

議 案 の 賛 否 一 覧第２回定例会
12月議会

〔表示例〕○……賛成　×……反対　除……除斥※　棄……棄権　欠……欠席
  ※�除斥とは、議会における審議を公正なものとするために、議案等と一定の利害関係を有する

議員は、その審議及び採決に参加することができないとする制度です。（地方自治法第117条）

議　案

自民党 真誠会 公　明　党 維新の会 未来明石 日本共産党 フォーラム明石 明石かがやきネット スマイル会

採決結果
石
井
　
宏
法

井
藤
　
圭
順

灰
野
　
修
平

林
　
　
健
太

寺
井
　
吉
広

榎
本
　
和
夫

千
住
　
啓
介

三
好
　
　
宏
　

穐
原
　
成
人

辰
巳
　
浩
司

坂
口
　
光
男

国
出
　
拓
志

飯
田
　
伸
子

尾
倉
あ
き
子

佐
々
木
　
敏
　

松
井
久
美
子

梅
田
　
宏
希

北
川
　
貴
則

筒
泉
　
寿
一

森
　
　
勝
子

大
西
　
洋
紀

丸
谷
　
聡
子

出
雲
　
晶
三

楠
本
　
美
紀

辻
本
　
達
也

吉
田
　
秀
夫

宮
坂
　
祐
太

竹
内
き
よ
子

林
　
　
丸
美

家
根
谷
敦
子

議案第 99 号～同第 107 号、
同第 109 号、同第 110 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 108 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
諮問第 10 号～同第 13 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案推薦同意
議員提出議案第５号～同第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
請願受理第５号、同第８号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 不 採 択
請願受理第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
請願受理第７号、同第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
請願受理第 10 号、同第 11 号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ 棄 ○ ○ × 不 採 択
請願受理第 12 号 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 不 採 択
請願受理第 13 号 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

※�千住議員は議長のため、採決には加わりません。

議案第 9 9 号 	 明石市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定のこと
	 〃	 第100号	� 明石市地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例

の一部を改正する条例制定のこと
	 〃	 第101号	 明石市消防団条例の一部を改正する条例制定のこと
	 〃	 第102号	 明石市火災予防条例の一部を改正する条例制定のこと
	 〃	 第103号	 令和２年度明石市一般会計補正予算（第８号）
	 〃	 第104号	 令和２年度明石市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
	 〃	 第105号	 令和２年度明石市水道事業会計補正予算（第１号）
	 〃	 第106号	 令和２年度明石市下水道事業会計補正予算（第１号）
	 〃	 第107号	 市道路線認定のこと
	 〃	 第108号	� 明石市職員の給与に関する条例及び明石市会計年度任用職員の

給与等に関する条例の一部を改正する条例制定のこと
	 〃	 第109号	� 明石市特別職の職員の給与に関する条例及び明石市公営企業管

理者の設置及び給与等に関する条例の一部を改正する条例制定
のこと

	 〃	 第110号	 令和２年度明石市一般会計補正予算（第９号）
諮問第10号～13号	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
議員提出議案第５号	� 激甚化する自然災害への対応と地域の安全・安心を確保するた

めの社会資本整備の更なる推進を求める意見書提出のこと
	　 〃 　	 第６号	 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書提出のこと
	　 〃 　	 第７号	� ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための2021年度

政府予算に係る意見書提出のこと
	　 〃 　	 第８号	 精神保健医療福祉の改善を求める意見書提出のこと

請願受理第５号 	� 国に対し「再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意
見書」の提出を求める請願

	〃	 第６号 	 工場立地法による緑地面積率等の緩和に関する請願
	〃	 第７号 	� ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための2021年度

政府予算に係る意見書採択に関する請願
	〃	 第８号 	� 子ども一人一人を大切にする少人数学級の実現を求める意見書

を国に提出することを求める請願
	〃	 第９号 	� 精神保健医療福祉の改善を求める意見書の提出を求める請願
	〃	 第10号	 日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める請願
	〃	 第11号	� 核兵器禁止条約への日本政府の署名と批准を求める意見書の提

出を求める請願
	〃	 第12号	� 次期・長期総合計画の策定に、市民参画のプロセス重視を求め

る請願
	〃	 第13号	� ＳＤＧｓ未来都市に選ばれた明石市として持続可能なまちづく

りを求める請願

議案の概要については市議会のホームページもしくは市役所１階の
行政情報センターで閲覧できます。
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